






2.実施体制
① エコアクション21組織図

作成日：2024年4月1日

②エコアクション21の役割・権限・責任
役割・権限・責任

代表者 ・環境経営に関する統括責任者
・環境経営に必要な経営資源（人・物・資金）を準備する
・環境経営管理責任者の指名
・経営における課題とチャンスの明確化
・環境経営方針を定める
・環境経営目標及び環境経営活動計画、実施体制を定める
・代表者による全体の評価と見直しを実施する
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、運用、管理に関する責任者
・環境経営システムの運用、管理状況を代表者に報告する
・エコアクション21推進委員会の責任者
・環境経営関連法規の取りまとめ表の承認、遵守状況チェック結果の承認
・環境経営目標及び環境経営活動計画、実施体制の確認
・環境上の緊急事態の想定及び対応策の承認
・問題点の是正及び予防措置の承認
・環境経営レポートの確認

事務局 ・環境経営管理責任者の補佐、エコアクション21推進委員会の事務局
・環境関連文書、記録の管理
・環境経営活動に関する実績の取りまとめ
・外部環境コミュニケーションに関する窓口
・環境経営レポートの作成

推進委員会 ・環境経営目標、環境経営活動の伝達
・会社の意思統一、意見交換及び相互・全体評価の実施
・各部門の実施状況、目標達成状況、問題点などの報告
・効果的な環境経営活動に向けての提案・意見の交換

部門責任者 ・自部門における環境経営活動及び環境経営活動の企画・作成・実施
・自部門における環境経営活動の実施、目標達成状況を委員会に報告する
・自部門に必要な手順書などの作成、管理
・自部門の問題点の発見及び是正、予防処置を実施する

全社員 ・環境経営方針、環境経営目標などの理解と自らの役割を自覚する
・自主的、積極的に環境経営活動に参加する

総務課

部門責任者

福岡事業所

全社員

環境管理責任者

代表取締役

三井 肇

推進委員会

工事部⾧

事務局

部門責任者

製造課

部門責任者

工事部

部門責任者

営業課
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3.環境経営方針

基本理念

基本方針

Ⅰ.具体的に次の事に取組みます。

 1. 省エネルギーを推進し、二酸化炭素排出量を削減します。

 2. 廃棄物の発生を削減すると共に分別を徹底し、再利用・再資源化を推進します。

 3. 節水に努め、水使用量を削減します。

 4. 化学製品を適切に管理し、環境に有害な物質の使用量を削減します。

 5. 環境配慮製品の使用を推進します。

 6. 工事では、環境に配慮した施工を実施します。

 7. 事業所周辺の清掃活動を推進します。

これらについて環境経営目標，環境経営計画を定め、定期的に見直しを行い、継続的な

改善に努めます。

Ⅱ.環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

ⅲ.この環境経営方針は、全社員に周知するとともに社外に公表します。

更新日 2024年 9月  1日

株式会社三井エアーテック

代表取締役 三井 肇

当社は事業活動を通して、環境保全と環境負荷の低減を積極的に推進し、持続可能な

低炭素社会及び循環型社会の実現に向けての取り組みを行います。
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4.環境経営目標

更新日：2026年7月1日

基準年度 2025年度 2026年度 2027年度

2024年度実績 目標値 目標値 目標値

単位 基準年度比 基準年度比 基準年度比

93,271 92,338 91,406 90,473

kg-CO2 △1% △2% △3%

127,128 125,857 124,585 123,314

kWh △1% △2% △3%

20,718 20,511 20,304 20,096

ℓ △1% △2% △3%

2,826 2,798 2,769 2,741

ℓ △1% △2% △3%

41,262 40,849 40,437 40,024

㎏ △1% △2% △3%

908 899 890 881

㎏ △1% △2% △3%

202 200 198 196

㎥ △1% △2% △3%

243 241 238 236

㎏ △1% △2% △3%

月1 月1 月1 月1

回数 回 回 回

週1 週1 週1 週1

回数 回 回 回

2 2 2 2

件 件 件 件

CO2係数＝九州電力 2023年度 0.402kg-CO2/kWh(調整後排出係数)

【各年度の対象期間は、環境年度 4月～翌年3月】

環境経

営方針

番号

選択課題

1

二酸化炭素排出量削減

(ＣＯ2排出量)

①電力消費量削減

 （電気消費量）

②ガソリン消費量削減

 （ガソリン消費量）

③軽油消費量削減

 （軽油消費量）

活動計画の遵守

2

①産業廃棄物排出量削減

 （廃棄物排出量）

②一般廃棄物排出量削減
（可燃ごみ／廃棄物排出量）

3
水使用量削減

（水使用量）

4
化学物質使用量削減と

適正管理

5 環境配慮型施工の推進
  環境経営

計画の遵守
活動計画の遵守 活動計画の遵守

6
社会貢献活動

（会社周辺の清掃活動）

7 5S推進活動

8
環境に配慮した製品づくり

（不良件数）
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5.環境経営目標の実績と評価、次年度の取組内容

対象期間：2025年4月～2026年3月

評価基準：○100％以上  △90％以上100％未満  ✕90％未満

基準年度(2024年度) 2025年度 2025年度
目標値 実績

基準年度比 達成率

93,271 92,338 98,554

㎏-CO2 △1％ 94%

評価

次年度の取組

127,128 125,857 122,012

kWh △1％ 103%

評価

次年度の取組

20,718 20,511 18,668

ℓ △1％ 110%

評価

次年度の取組

2,826 2,798 1,899

ℓ △1％ 147%

評価

次年度の取組

100 95％以上 100％

％

評価

次年度の取組

908 899 1,323

㎏ △1％ 68%

評価

次年度の取組

202 200 222

㎥ △1％ 90%

評価

次年度の取組

243 241 229

㎏ △1％ 105%

評価

次年度の取組

- 活動計画の遵守

- （年間評価）

評価

今後の取組

- 1 1

回（月） 回 回

評価

今後の取組

- 1 1

回（週） 回 回

評価

今後の取組

2件 2 0

件（不良件数） 件 件

評価

今後の取組

CO2係数＝九州電力 2023年度 0.402kg-CO2/kWh(調整後排出係数)

※達成率＝目標値÷実績×100

―

実施できた

環境配慮型製品の利用促進を継続する

遵守しました

品質管理を徹底し、不良削減に取り組んだ

活動を継続し、不良発生防止に努める

○

紙類削減とリサイクル推進を継続する

節水意識を一人一人が持ち、日常的な使用量管理を実施している

節水活動を継続し、無駄な使用防止に努める

△

○

適正使用と在庫管理を実施し、使用量管理に努めた

使用量把握を継続し、安全管理を徹底する

月1回の清掃活動の実施ができた

継続して実施していく

整理・整頓・清掃を継続し、職場環境改善に努めた

5S活動を継続し、作業環境維持に努める

○

○

電力使用量の増加に伴いCO2排出量は増加したが節電活動や設備管理を継続し排出量抑制に努めた

今後も継続してCO2排出量削減に取り組む

○

設備停止の徹底や節電意識向上により省エネに努めた

123,872kWhは、太陽光発電（自家消費）です。

空調温度管理や不要照明の消灯を継続し、使用電力量削減に取り組む

年間を通じて安定した削減効果が得られた

エコドライブを継続し、急発進・急加速防止を徹底する

○

○

トラックを使用する頻度が減った為、軽油使用量が減少傾向にある

積載効率向上と運行ルート見直しを引き続き行い、燃料使用量削減を図るよう取り組む

○

分別回収を徹底したことで廃棄物削減意識の向上につながったと思う

再利用可能資材の活用を推進し、廃棄物排出量削減を継続する

分別の徹底により、可燃ごみ削減に努めた

✕

7

5S推進活動

単位： 回（週）

8

環境に配慮した製品づくり

単位： 件（不良件数）

6

社会貢献活動

4

化学物質使用量

単位：㎏

単位： 回（月）

5

環境配慮型施工の推進

3

水使用量

単位：㎥

1-②

ガソリン消費量削減

単位：ℓ

1-③

軽油消費量削減

単位：ℓ

2-①

産業廃棄物排出再資源化率

単位：％

2-②

一般廃棄物排出量（可燃ごみ）

単位：㎏

1-①

電力消費量削減

単位：kWh

1

二酸化炭素排出量削減

環境

経営

方針

番号

選択課題 結果

単位：㎏-CO2

実績

△
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6.環境経営計画の取組状況とその評価

対象期間：2024年4月～2026年3月

評価対象期間：2025年4月～2026年3月

  基準：○できた  △一部達成  ×できなかった     評価日：2026年 7月  1日

1 全社員

全社員 ○ 事務局

全社員 ○ 事務局

全社員 ○ 事務局

全社員 ○ 事務局

全社員 ○ 事務局

全社員 ○ 事務局

全社員 ○ 事務局

全社員 ○ 事務局

全社員 ○ 事務局

全社員 ○ 事務局

全社員 ○ 事務局

全社員 ○ 事務局

全社員 ○ 事務局

全社員 ○ 事務局

全社員 ○ 事務局

全社員 ○ 事務局

全社員 ○ 事務局

2 全社員

全社員 ○ 事務局

全社員 ○ 事務局

全社員 ○ 事務局

全社員 ○ 事務局

全社員 ○ 事務局

全社員 ○ 事務局

全社員 ○ 事務局

全社員 ○ 事務局

対象部門 評価者

1-① 電力消費量削減

 1．昼休み・残業時に不要な照明を消す休みの消灯

 2．帰宅時にOA機器の電源を切る

 3．冷暖房設定温度の厳守

 4．エアコンフィルターの清掃

 5．ブラインドを活用し、遮光する

 6．扇風機の活用

 7．休憩時は機械の電源をOFFにする

二酸化炭素排出量削減

評価
 環境経営

方針の番号
目標課題 具体的な行動（活動）

1-② ガソリン消費量削減

 1．タイヤ空気圧の定期点検前の点検（タイヤ空気圧など）

 2．エコドライブ10の推進

 3．急発進・急停車・急加速をしない

 4．移動コースの効率化

 5．法定速度の厳守

1-③ 軽油消費量削減

 1．タイヤ空気圧の定期点検前の点検（タイヤ空気圧など）

 2．エコドライブ10の推進

 3．急発進・急停車・急加速をしない

 4．移動コースの効率化

 5．法定速度の厳守

廃棄物排出量削減

2-① 産業廃棄物排出量削減

 1．産廃の分別を徹底する

 2．マニフェストによる適正管理

 3．建設副産物の再資源化を行う

2-② 一般廃棄物排出量削減

 1．ゴミの分別を徹底する

 2．プレビュー印刷の推進（ミスコピーの防止）

 3．不要紙裏紙の有効活用

 4．古紙，ダンボールのリサイクル

 5．封筒の再利用
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6-1. 次年度環境経営計画

対象期間：2026年4月～2027年3月

1 全社員

全社員 継続して取組む

全社員 継続して取組む

全社員 継続して取組む

全社員
継続して取組む

（定期メンテナンスを実施）

全社員 継続して取組む

全社員 継続して取組む

全社員 継続して取組む

全社員 継続して取組む

全社員 継続して取組む

全社員 継続して取組む

全社員 継続して取組む

全社員 継続して取組む

全社員 継続して取組む

全社員 継続して取組む

全社員 継続して取組む

全社員 継続して取組む

全社員 継続して取組む

2 全社員

全社員
継続して取組む

（定期点検を実施する）

全社員 継続して取組む

全社員 継続して取組む

全社員
継続して取組む

（定期点検を実施する）

全社員 継続して取組む

全社員 継続して取組む

全社員 継続して取組む

全社員 継続して取組む

2-② 一般廃棄物排出量削減

 1．ゴミの分別を徹底する

 2．プレビュー印刷の推進（ミスコピーの防止）

 4．古紙，ダンボールのリサイクル

 5．封筒の再利用

 3．不要紙裏紙の有効活用

2-① 産業廃棄物排出量削減

 1．産廃の分別を徹底する

 2．マニフェストによる適正管理

 3．建設副産物の再資源化を行う

 4．移動コースの効率化

目標課題

 5．法定速度の厳守

廃棄物排出量削減

二酸化炭素排出量削減

 1．昼休み・残業時に不要な照明を消す休みの消灯

 2．帰宅時にOA機器の電源を切る

 3．冷暖房設定温度の厳守

 4．エアコンフィルターの清掃

 5．ブラインドを活用し、遮光する

 6．扇風機の活用

 7．休憩時は機械の電源をOFFにする

 環境経営

方針の番号
具体的な行動（活動）

1-③ 軽油消費量削減

 1．タイヤ空気圧の定期点検前の点検（タイヤ空気圧など）

 2．エコドライブ10の推進

 3．急発進・急停車・急加速をしない

 4．移動コースの効率化

 5．法定速度の厳守

1-② ガソリン消費量削減

 1．タイヤ空気圧の定期点検前の点検（タイヤ空気圧など）

 2．エコドライブ10の推進

 3．急発進・急停車・急加速をしない

1-① 電力消費量削減

今後の取組内容対象部門
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7.環境活動状況報告

①節電掲示 ②裏紙の有効活用 ③太陽光発電システムの導入

④節水･･･自動水栓の使用、音姫の設置

⑤本社事務所内玄関+通路 人感センサーライトの設置
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 8.環境関連法令等の一覧表兼遵守状況の確認及び評価の結果

   並びに違反、訴訟等の有無

・産業廃棄物の保管基準 産廃の保管場所・表示 ○

・産業廃棄物の委託処理 許可証及び契約書 ○

・産業廃棄物管理票 ５年間保管 ○

・マニフェスト交付状況報告書 報告書提出（6月） ○

・法定検査 年に1回 ○

・定期点検、清掃 月に1回 ○

・業務用エアコンの定期点検（室外機、本体） 定期点検年4回記録 ○

・コンプレッサー 定期点検 定期点検年4回記録 ○

労働安全衛生法 ・健康診断の実施 記録・管理 ○

化学物質管理法 ・化学物質のSDS管理、使用量把握 管理 ○

建設業法 ・工事業者登録と更新および技術者登録
・許可登録5年ごとの更新

・資格者登録
○

騒音規制法
・特定施設の届出

・規制基準の順守

・届出書

・記録の確認
○

振動規定法
・特定施設の届出

・規制基準の順守

・届出書

・記録の確認
○

○当社に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

又、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。 

○外部からの環境に関する苦情等については、関係機関等から1件もありませんでした。

評価日：2026年7月1日

評価者：環境管理責任者 三井 肇

廃棄物処理法

フロン排出抑制法

更新日：2023年7月3日

関係法令 チェック項目 チェック方法 評価

浄化槽法
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評価日：2026年 7月 1日

評価者：環境管理責任者 三井 肇

株式会社三井エアーテック

代表取締役 三井 肇

6

7

環境関連法規等の遵守

状況確認結果

環境経営目標の達成状況

環境経営計画の実施状況

問題点の是正、予防の

状況

外部からの苦情の有無

及び対応結果

環境上の緊急事態の訓練結

果及び対応結果

その他

1

2

3

4

5

9.代表者による全体の評価と見直し・指示

環境情報 環境管理責任者の所見

特に問題はなかった 継続する

特に問題はなかった 継続する

特に問題はなかった 継続する

特に問題はなかった 継続する

苦情無し 継続する

訓練を実施した 継続する

特に無し 継続する

見

直

し

の

必

要

性

判

断

と

 

代

表

者

の

指

示

内

容

①環境経営方針  変更なし

②環境経営目標  変更なし

③環境経営計画  変更なし

④実施体制  変更なし

⑤環境経営システム  変更なし

コメント

今年度は、 環境経営方針に基づき、省エネルギー、廃棄物削減、節水、5S活

動、環境に配慮した施工管理に継続して取り組みました。太陽光発電システムの

導入、節電表示、裏紙の有効活用、人感センサーライトや自動水栓の設置など、

日常業務の中で環境負荷低減につながる活動を進めることができました。

産業廃棄物排出量、軽油使用量、化学物質使用量、不良件数については良好な結

果となり、社員一人ひとりの意識と改善活動の成果が表れたものと評価します。

一方で、電力使用量、一般廃棄物排出量、水使用量については改善の余地があ

り、今後も使用量の把握、分別の徹底、不要電力・資源の削減を継続していきま

す。

環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画、実施体制及び環境経営システムに

ついては変更の必要はありません。引き続き、環境活動をコスト削減、品質向

上、働きやすい職場づくりにつなげ、全社員で継続的改善に取り組みます

代表者のコメント
（次年度への取組）
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